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巻頭言

会長　須藤正起
　県視協会員の皆様こんにちは。通信がお手元に届くのは、6月の梅雨入り前後でしょうか。局地的な大雨の翌日からは真夏日が続き、気温の変化に体調管理が難しい季節です。そろそろ、熱中症の予防も必要になってまいります。水分補給等の対策を行っていただきたいと思います。

　さて、前年度末に町づくり推進事業の一環として行われた、「点字ブロックの記念日キャンペーン」の成果として、ＪＲ東海のホームで流されるアナウンスの「黄色い線の内側までお下がりください。」が「黄色い点字ブロックの内側までお下がりください。」に変更された事。また、ホーム転落事故の再発防止の為、「声かけサポーター」を養成すべく、県と協力してハンドブックの作成や啓発活動を行い、ＪＲに対しても要望を言い続けた結果、白杖使用者、盲導犬ユーザー共に、駅構内での職員による声かけが行われるようになった。家内の話では、職員が「あっ！白杖だ！」と言わんばかりに見てくるので、毎回、目が合うたびに「大丈夫です」と会釈するのが面倒なくらいだそうで、単独歩行の際に気をつけていただければ良いのだが、と少し複雑な心境です。

　今年度の事業として、先ずは8月5日に予定している「第1回指導者研修会」は、今年度から改定された、同行援護制度について、行政から説明をしていただき、課題についての意見交換を行いたいと考えております。まだ制度を利用されていない方で、今後、同行援護の利用を検討されている方の素朴な質問もお受けします。どなたでも参加できますので、是非、多くの方にご参加いただきたいと思います。予定としては、各地区の事業所から、サービス責任者等にもご参加いただき、各質問事項にお答えいただけたらと考えています。安全な外出が不安なく行えるよう、また、改定されたサービスを利用できるよう、この研修で疑問を解消していただければと思います。

　最後に、今年度も「あはき免許保有証」の申請受付を行います。

昨年は、受付が終了してからの申し込みが数件ありました。その場合は、翌年度まで申し込み手続きができません。まだ、保有証をお持ちでない方で申請を希望する方は、事務局までご連絡ください。申請手続きに必要な書類等を発送致します。

　日盲連では、無資格者と我々、有資格者との差別化を図るだけでなく、今後は、保有証自体に研修記録等のデータ保存を行ったり、身分証明証として活用できるように運動中です。中には、「障害者手帳が有るから必要ないのではないか。」との意見もありますが、

段々とＩＣ化が進む昨今において、後ろ向きな考えに囚われず、後輩達の道筋を付ける為にも、ご協力をお願いしたいと思います。
グループホームの最大の課題は利用者確保

NPO法人ピアライフしずおか　代表理事　蓮池悟志
　青森市に「きぼう」という視覚障害者のためのグループホーム（以下「ＧＨ」と略します）があります。男性１名、女性３名が入所している小さなＧＨです。先日、そのグループホームの管理者で、株式会社東奥電設（とうおうでんせつ）の社長・Sさんと電話で話す機会を得ました。ふとしたことから、自らグループホームを引き受けることになったとのことですが、東北人らしいとつとつとして率直な話しぶりに大変好感を持ちました。全国的に、視覚障害者のＧＨも少しずつ増加しているようです。

　今年度４月の開設予定だった「ピアライフしずおか（以下「ピアライフ」と略します）のＧＨは、いまだに目度は立っていませんが、これまでご協力いただいた皆様にご報告の機会をいただきましたので、改めて現状をご説明して、今後も引き続き関心を持っていただくようお願いする次第です。

◆私たちのＧＨに規模の優位性はない◆

　昨年秋にある大手の建設会社からご提案いただいたＧＨは、総床面積94坪、２階建て、入所定員８名という私たちの希望を可能な限り現実化した理想的な建物でした。しかし、それにともなう家賃は、利用者の定員を満たしてもなお、運営できる額ではありませんでした。結果として、ＧＨへの取り組みは進んでいません。

　いま、介護保険事業者がこぞって障害者のＧＨ事業に参入しようとしています。その事業における経営安定の基本は、１０名のＧＨ２棟、それに就労継読Ａ・Ｂのいずれかを組み合わせた運営です。資金捻出の見込みさえあれば十分経営の安定が図れると言うのが福祉事業コンサルタントの主張です。しかし、事業運営に未経験な当事者が数千万の資金をどうすれば捻出できると言うのでしょうか。もちろん、土地さえ確保できれば国の施設整備費を利用する方法はあります。しかし、私たちピアライフにはそれらに伴う様々な責任を負うだけの能力がありません。家庭を犠牲にしてまで、法人の借財の責任を負うことはできないからです。経営コンサルタントのプランは、私たちからは現実味のないものとしか感じられません。規模の優位性（スケールメリット）を活せるのは、それなりの実績のある限られた事業体です。私たちピアライフが目指すＧＨは、スケールメリットとは無縁な、利用者の立場を最大限尊重した、小規模なＧＨです。

◆認可への流れ◆

　ＧＨ認可への流れは、まず、共同生活で安心して暮らしたいと望む視覚障害者が二人いれば、それがスタートです。二人の利用者が現われた時点で、早急に適当な物件探しを始めます。併せて、食事作りなどを担当する世話人を募集します。認可されるまでの期間は二人での共同生活をしていただきながら、スタッフもＧＨに必要な様々な要件を整えて準備を進めます。

　私たちが調査したいくつかの視覚障害者のＧＨの利用料は、七万八千円から九万円と割高です。これは、視覚障害の区分が低いためで、自立給付の単価との関係から生じる結果で、運営上やむを得ないことではあるのですが、家賃と食費を含めた利用料は、光熱水費、日常生活用品費を除いて、できるだけ２級の障害年金の範囲内に納めたいと考えています。また、障害特性から見て、視覚障害者にとって個人のプライバシーとＱＯＬ（生活の質）は最も重視しなければならない居住条件です。合わせて、地域生活の観点から、外出時に欠かせないのが交通の便宜です。仮に、居住条件がよくても、外出に不便では地域生活が成り立ちません。

　このように、視覚障害者のためのＧＨに最適な要件は、かなりハードルが高いことをお分かりいただけると思います。

◆グループホームの最大の課題は利用者確保◆

　昨年１１月５日にピアライフが開催した『私たちのグループホームを考える会』では、想像していたよりも利用対象者が少ないことが分かりました。同時に、昨年ピアライフで実施した静岡市周辺の視覚障害者を対象にしたアンケートからもその事実が証明されました。私たちが考えている以上に、視覚障害者のＧＨにたいするニーズは多くないというのが現実です。冒頭に上げた２０１５年５月に開所した「きぼう」の例を見ても、４人の定員を満たすまでに２年半かかったと聞きました。これまでに運営状況をお尋ねしたどのＧＨの管理者からも「利用者確保の難しさ」が異口同音に聞かれました。

　しかしながら、国の調査からは、高齢にともなう視覚障害者の増加が明らかになっています。全国の視覚障害者の内、６５歳以上が７０％を越えた現在、日常生活に困難を感じる視覚障害者は益々増加する筈です。平凡に思える日常の暮らしは永遠に続くものではありません。いつどのような変化が生じるかは人間には知る由もない事柄です。

　『私たちのグループホームを考える会』でも、ご参加いただいた視覚特別支援学校の父兄から、親亡き後の子供の生活に不安を感じていると言う声が聞かれました。「ＧＨは是非実現してください。」というこうした父兄の声は真摯に受止めました。

　例え現状では利用者が少ないとしても、将来的に必ずそれを必要とする視覚障害者がいる限り、常に目標を見失うことがないよう、利用者の掘り起こしに勤めながら、対処できる体制を維持して行きます。ピアライフは、常に当事者の立場で、生活の変化に対応できる柔軟なＧＨを目指して、今後も活動を継続してまいりますので、引き続きご理解とご支援をお願いいたします。
「久々の熱海レポート」

熱海支部・菊池一郎
　こんにちは、熱海支部の菊池です。

5月6日（日）、GWも今日が最終日。先週、「県視協通信に何か記事を書くように」と編集担当の市川さんから依頼があったので、その取材をすべく、ICレコーダーを首にぶら下げて、ヘルパーさんとともに、午後から熱海観光に出かけることにした。
（1）熱海市にある来宮神社は、古くから来福・縁起の神として、現在では全国44社の来宮神社の総社として信仰を集めている。最近では屈指のパワースポットとしても注目されていて、若い人たちにも人気があり、大勢の観光客でいつも賑わっている。

　大きな赤い鳥居をくぐると、左右に竹並木を配した参道が続き、柄杓で水を酌んで手で洗い口を濯いでから境内へと向かう。しばらく不規則な階段を上ると、目の前に本殿が現れる。神社のしきたりに従って、2礼、2拍手、1礼する。そして周りの皆さんはこぞってお賽銭を投げていた。ちなみにズボンのポケットの財布の中には1円玉が6枚と5円玉が1枚あったのだが、その日の午前中に、すぐその近くにある日本キリスト教団・熱海教会の礼拝に出席し、献金と聖餐式を済ませてきたばかりの身としては、さすがにそれはご遠慮させていただくことにした。

　その側に石造りの狛犬があったのでそれを触ってから、いよいよパワースポットとして有名な大楠へ…周りを凸凹の道が円形に取り囲み、その幹の一部分に何とか触れることができた。平成4年度の環境庁調査によれば、樹齢、2千年以上、周囲、23・9メートル、高さ、26メートル、

本州では最古で最大の物となっているのである。幾多の天変地異にも耐えたご神木の樹齢にあやかり、この大楠を一回りすると一年寿命が延びるとも、また、願い事のある人は、その思う所を誰にも言わず一回りすると、それが叶えられるとも伝えられている。
（2）その後、神社を後にして、一路、熱海駅へとむかう。

昼食はその途中の咲見町にある本場ドイツソーセージを味わうことのできる「インビス熱海」に入ることにした。このお店のハム・ソーセージは、ドイツの食肉コンクールで数々の金賞、銀賞などを受賞した函南町にある「グリム」の商品を数多く取り揃えている。店内のイートインスペースとともに、その商品を購入し持ち帰ることもできるいわば直営店である。以前に訪れた時には「焼きソーセージの盛り合わせ」を頼んだので、今回はそれとは中身の異なった「ボイルソーセージの盛り合わせ」と、パンとプレッツェルとミニサラダとアイスコーヒーを注文！

ちなみに盛り合わせの中身は、粗挽きポークソーセージのゲルダーレンダー、絹引きでオーソドックスなフランクフルター、ジューシーでピリ辛のチョリソー、そして柔らかな白ソーセージのバイスブルストの4種類である。どれもおいしかったのだが、「白ソーセージには甘口のマスタードがよく合いますよ」と、お店の方に勧められて、それを試してみたところ、これが何とも言えない絶妙な味なのである。ちなみにプレッツェルは、ちょっと表現することが難しい不思議な形をした、少し硬めのドイツの伝統的なパンである。その材料は、てっきりライ麦かと思ったのだが、小麦粉の強力粉を使用しているとのこと。上に乗った粒状の岩塩が、ビールやソーセージとの相性も抜群なのである。
（3）食事が終わると駅へと続く平和通り商店街と仲見世通り商店街を上り、駅前の銀行とコンビニに寄ってから、数年前にオープンした駅ビルのラスカでお買い物！その一階には地元熱海を代表する土産物店がずらりと並んでいるが、今回は久々にアジの唐揚げの専門店「伊豆吉匠」へと入る。以前に購入して気に入っていたカレー味と新発売のワサビ醤油味を一枚ずつget！これがビールのつまみには最高なのである。
その後、成城石井にも寄って、夕飯用に韓国風はるさめ炒めのチャプチェと、翌日の昼食用に、シンガポールの麺料理のラクサを購入した。

そして駅前広場にある足湯に少しだけ浸かり、発射寸前のバスに急いで飛び乗った。

　バスに揺られて15分。うとうととまどろんでいると、すぐに降りるべき最寄りのバス停である。

「次は○○原、○○原、緑に囲まれた癒しの空間『鍼・マッサージ××治療院』は土・日・祝日も営業いたします」と、我が家のアナウンス広告が今日も流れ続けている。

　さて、これから帰ったら、早速、元気よく、しっかり、ガッポリ、働くことにしよう！そして明日からは、仕事と家事と雑用に追いまくられる日々がまた始まるのである。

「我が町島田市の今昔」
島田支部長　杉浦彰
「大井川流れはつきず　・　連台の影を落として　・　ゆかりある古き宿場の新しき希望に満ちて　・　栄ゆくわれらが島田市」

　出し抜けの書き出しで驚かれたかも知れませんが、これは、ちょうど７０年前に島田市となった時に作られた、（島田市歌）の１番の歌詞です。歌詞の冒頭にも書かれているように、島田市は大井川の影響を良くも悪くも受けてきた町でした。

　よく知られている大井川の川止めは、流れも強いため、おへそのあたりまで水があれば御触れが出たそうです。ですから、川止めが１週間続くことは珍しくなかったとのことでした。その恩恵を受けたのが、４０件ほどあったと言われる宿場です。　連台もぴんからきりまであり、高貴なお方が乗るものは、24人で担ぐ物もありましたが、一人の人側芽肩車で渡すというものもあったようで、川の中ほどで沢山の金銭を要求されることも少なくなかったそうです。また、現在より水量も多かったそうで、しかも治水工事も行われていなかったため、再々の大水で川筋が変わったり水害も当然のことながら多かったようです。　水害も多かったのですが、多くの田んぼもできました。そしてその田んぼと同じくらい、島のように残された土地もあちらこちらにできました。そのため、「島」とか「水」に関係するような地名がたくさんあり、『島田』という名前の元となりました。

　もう一つの大井川の恩恵は、材木です。上流の木材をいかだに組んで川に流します。そのいかだを操作する人を『いかだ師』というのですが、前にのべた田んぼを沢山保有した人たちと木材を扱った人たちが、大金持ちとなりました。その中の一人が、300年ほど前に自分の娘の嫁入り道中を、侍たちが行った参勤交代を真似して行ったのが有名な『帯祭り』です。現在もすたれることもなく、女子青年団も加わり、人気もアップしたようです。

　はてさて、大井川の人気について長々と書いてしまいましたが、現在の島田市はというと、区画整理や合併後は、以前より静かな町となってしまったように感じられます。大井川もダムがたくさんできたり、多くの市町に水を分けているなど、水害の恐れはなくなりましたが、町全体の活気がなくなってしまったような感じです。でも、皆様ご存じの蓬莱橋や、東海道５３継を知ることのできる博物館、旧市内ではありませんが、新金谷という駅には、寸又峡に行く時に乗ったトロッコのような箱型の電車が飾られています。

　終わりに、みなさんが関心をお持ちの島田の名物をご紹介しましょう。まず第１は、清水屋の黒やっこ。第２は、やはり清水屋の酒まんじゅう（小饅頭と言われています。）第３は、最近できたのですが、クリーム大福です。これは大井川線の家山の駅の近くのお菓子屋さんが発明したようですが、市内の龍月道というお菓子屋さんでも売っています。第４は、島田駅近くの金つばやです。ここでは甘い金つばを食べながらお茶も飲めるようです。あんみつもあります。是非、島田へおこしください。

「どまんなか」
袋井支部　鈴木　昇七　
江戸時代の日本橋から京都までの東海道五十三次、日本橋から60里で袋井宿がどまんなかです。

一昨年の宿場開設400周年祭大イベントでは街道沿いに当時の時代絵巻再現、秀吉で一番最初の主君松下之綱久能城主に扮した原田市長、名誉市民で歌手の松原敬之が武将になった武者行列。京都から江戸へ向かうお茶壺道中などが行われました。

また、袋井市には、由緒ある伝統芸能もあります。県指定無形文化財「法多山田遊祭」15世紀から始まったとされ豊穣予祝で太刀の舞から七段の舞になっています。毎年一月七日に法多山尊永寺境内で執り行われます。法多山と言えば厄除け団子がおいしくてお土産にも最適です。もう一つは、袋井市指定無形文化財「木原大念仏」(現在は遠州大念仏保存会会員でもある)約400年前の戦国時代、徳川・武田の戦い中に武田勝頼の高天神城(現在の掛川市大東地区)から木原村へ笹田源吾という家来が偵察に来ました。そこで熊野権現者の神主に殺されてしまいました。その後疫病がはやり洪水もあり、悪いことが続いたことから笹田源吾の霊を鎮めるために大念仏が始まったとされている。私も一会員で、今では八月の新盆の家々で新盆供養が行われています。東北大震災後には犠牲者の供養で岩手県山田町にも参りました。毎年8月27日には、徳川家康が祀られている可睡斎にも出向いています。可睡斎は、ぼたんの花がきれいで近くにはゆり園もあります。

現代版では、エコバスタジアム、エコバアリーナという施設があります。今までに国体、サッカーワールドカップが開催されました。来年のラグビーワールドカップ大会の試合も予定されています。5月には私たちの「東海地区グランドソフトボール大会」が行われます。クラウンメロンマラソン大会も年中行事になっています。賞品には高価なクラウンメロンが授与されます。また、大会参加者が走ってゴールすればおいしいカットメロンが食べられます。アリーナでは、ディズニーアイスショー、羽生さんのフィギアスケートショー、多くのスターによる歌謡コンサートなどがありました。

春の桜、緑の茶畑、田園風景、秋の紅葉が至る処で見られ自然の中でウォーキングも最高です。

ぜひ、袋井へおでかけください。

事務局からのお知らせ

1. 訃報のお知らせ

浜松支部の安嶋虎さんが平成３０年５月８日にご逝去されました。

謹んでお悔やみを申し上げます。

2.免許保有証申請について

本年度も７月から８月にかけて、免許保有証の申請の受付を開始します。申請される方は早めに事務局へご連絡をお願い致します。

3. ご寄付と収益事業にご協力をお願いします

本年度も引き続き視覚障害福祉活動に対し、会員の皆様からのご支援ご協力を賜りたいと思います。書き損じハガキ等ご寄付の受付と麺類販売事業を行っております。年々ご協力者が減少傾向にあります。組織運営の安定を図るためにも是非、ご協力をよろしくお願い致します。

4 事務所の夏期休暇について

今年の夏期休暇は、８月１１日から１４日の４日間となります。会員の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解の程よろしくお願い致します。
編集後記

　梅雨のうっとうしい季節を迎えていますが、通信をお読みの皆さん、体調にお変わりございませんか。今号も原稿をお寄せいただいた方々のおかげで発行にこぎつけることができましたことを感謝いたします。

　さて、マスコミを始めあちこちで話題になっているニュースとして、人工知能（AI）がクローズアップされてきています。その導入が急速に加速し産業革命の要素をはらんできているように思われます。それに加え、キャッシュレス化・仮想通貨などと言う単語も飛び交うようになってきました。今後、私たちの生活や仕事などにどんな影響が出てくるのか、不安を禁じ得ないところですが危ぐを抱くだけでなく、流れに乗って行けるよう錯そうする情報を分析してより良い方向性が得られるようその対処方法を考えざるを得ないかもしれません。

　話は変わりますが、今内外からベイブルース以来と言うことで注目を浴びている二刀流メジャーリーガーの大谷翔平選手。熱い視線と期待を浴びながら多くの人たちに夢を与え続けてくれています。この通信がお手元に届く頃にも、その躍動が続いていてくれることを望みながら日々の放送を楽しみたいと思っています。会員の皆様の中にもグランドソフトボールを始め、サウンドテーブルテニス、ブラインドテニス、その他何種類かのスポーツに情熱を注いでおられる方が多くいらっしゃることと思います。それぞれの夢を目指して目標に向かうことが心身を衰えさせないこつかもしれないと一人合点しているところです。

　いよいよ冷たいビールの喉越しに一層の魅力を感じる季節を迎えます。今年も厳しい暑さに見舞われそうですので、十分な夏対策を施され、秋にはまた元気な声をお聞かせくださいますよう。

市川健悟

住所　〒431-3121　浜松市東区有玉北町１５３８

電話　053-434-4140

メールアドレス　oidashi@ka.tnc.ne.jp
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